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特
集
紹
介　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

　
　
　
　
　
　
　

―
― 

ジ
ル
ダ
・
サ
ル
モ
ン
氏
を
迎
え
て 

―
―

本
特
集
は
、二
〇
二
三
年
二
月
～
三
月
に
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

﹁﹃
集
合
意
識
﹄
か
ら
﹃
情
動
の
社
会
学
﹄
へ
―
―
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

社
会
学
の
現
代
的
展
開
﹂（
研
究
代
表
者
：
小
川
伸
彦
、
二
二
Ｈ

〇
〇
九
〇
四
）
の
主
催
で
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
社
会
科
学
史
研
究

者
の
ジ
ル
ダ
・
サ
ル
モ
ン
氏
を
招
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
、
日
仏
社
会

学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
よ
り
、
サ
ル
モ

ン
氏
と
日
本
側
の
登
壇
者
か
ら
笠
木
丈
氏
、
川
本
彩
花
氏
の
寄
稿
を

紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
べ
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ラ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
各
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
当
日
の
登

壇
者
と
講
演
題
目
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

︿ 

二
〇
二
二
年
度　

日
仏
社
会
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
﹀

一
、
奈
良
会
場 ︻
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︼

・
日
時
： 

二
〇
二
三
年
二
月
二
七
日
（
月
）

 

一
三
：
三
〇
～
一
八
：
〇
〇

・
会
場
：
奈
良
女
子
大
学　

文
学
系
Ｓ
棟　

Ｓ
二
三
五

・
テ
ー
マ
：
社
会
学
と
そ
の
周
辺
：
人
類
学
・
哲
学
と
の
関
わ
り

 
 Sociologie et ses alentours : anthropologie et 
philosophie

・
開
催
の
趣
旨
：
社
会
学
と
、
人
類
学
・
哲
学
と
い
う
そ
の
隣
接
領

域
と
の
関
わ
り
を
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
グ
ラ
ネ
、
レ
ヴ
ィ

=

ス
ト
ロ
ー
ス
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
着
目
し
て
考
究
す
る
。

・
講
演
：
ジ
ル
ダ
・
サ
ル
モ
ン G

ildas Salm
on

（
国
立
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
・
社
会
科
学
高
等
研
究
院
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）

「
情
動
の
社
会
学
」
科
研
研
究
会
編
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二
、
奈
良
会
場
︻
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
︼

・
日
時
：
二
〇
二
三
年
二
月
二
八
日
（
火
）

 

一
〇
：
三
〇
～
一
二
：
三
〇

・
会
場
：
奈
良
女
子
大
学
文
学
系
Ｎ
棟　

Ｎ
三
三
九

・
話
題
提
供
：
ジ
ル
ダ
・
サ
ル
モ
ン
（
逐
次
通
訳
あ
り
）

・
話
題
：
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
帝
国
に
お
け
る
社
会
科
学
の
誕
生 

(La naissance des sciences sociales dans le cadre de 
l ’em

pire colonial britannique) 

に
つ
い
て
な
ど
、
サ
ル

モ
ン
氏
を
囲
み
、
話
題
提
供
を
受
け
る
と
と
も
に
、
フ
ラ

ン
ス
や
日
本
の
社
会
学
事
情
・
社
会
事
情
な
ど
に
つ
い
て

自
由
に
歓
談
す
る
。

三
、
東
京
会
場
︻
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︼

・
日
時
：
二
〇
二
三
年
三
月
一
〇
日
（
金
）

 

一
三
：
三
〇
～
一
八
：
〇
〇

・
会
場
：
日
仏
会
館
一
階
ホ
ー
ル　

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
三

－

九

－

二
五

・
テ
ー
マ
：
モ
ダ
ニ
テ
ィ
を
問
い
直
す
：
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ブ
ル

デ
ュ
ー
、
さ
ら
に
そ
の
先
へ

　
　
　
　

R
epenser la m

odernité: D
urkheim

, B
ourdieu et au-delà

・
開
催
の
趣
旨
：
近
代
社
会
の
到
来
と
と
も
に
成
立
し
た
社
会
学
は
、

常
に
﹁
近
代
﹂
を
研
究
の
土
台
に
見
据
え
て
き
た
。
社
会

学
か
ら
人
類
学
へ
と
い
う
流
れ
の
中
で
、﹁
近
代
﹂
が
相

・
題
目
：
神
話
の
構
造
分
析
の
誕
生
：
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
グ
ラ
ネ
、

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス

 
N

aissance de l ’analyse structurale des m
ythes: 

D
urkheim

, G
ranet, Lévi-Strauss

・
要
旨
：
本
講
演
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
原
理
が
、
ま
ず
は
マ
ル

セ
ル
・
グ
ラ
ネ
に
お
い
て
、
次
い
で
彼
を
媒
介
と
し
て
レ

ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
に
お
い
て
、
比
較
分
析
の
新
た
な
形

式
の
出
現
を
可
能
に
し
た
そ
の
仕
方
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
主
張
さ

れ
る
よ
う
な
構
造
人
類
学
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
の
諸
原

理
と
の
間
の
断
絶
と
い
う
考
え
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

・
報
告
：
笠
木
丈 K

A
SA

G
I Jo

（
甲
南
大
学
）

 

ベ
ル
ク
ソ
ン
に
お
け
る
有
機
体
と
し
て
の
社
会
：
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て

 
La société organique chez B

ergson : autour de la 
réception bergsonienne de D

urkheim

（
主
催
）：
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）﹁﹃
集
合
意
識
﹄

か
ら
﹃
情
動
の
社
会
学
﹄
へ
│
│
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
社
会
学

の
現
代
的
展
開
﹂（
二
二
Ｈ
〇
〇
九
〇
四
）、
日
仏
社
会
学

会
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
／
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
研
究
会

（
共
催
）：
奈
良
女
子
大
学
社
会
学
研
究
会
、
神
戸
大
学
社
会
学
研

究
会
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趣
味
と
階
層
：
文
化
資
本
の
日
本
的
状
況

 
G

oût et stratification sociale: situation japonaise du 
capital culturel

 

山
田
陽
子
（
大
阪
大
学
）

 

﹁
感
情
資
本
主
義
﹂
の
社
会
学
史
上
の
意
義

 
Signification du « capitalism

e ém
otionnel » dans 

l ’histoire de la sociologie

（
主
催
）：
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）﹁﹃
集
合
意
識
﹄

か
ら
﹃
情
動
の
社
会
学
﹄
へ
│
│
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
社
会
学

の
現
代
的
展
開
﹂（
二
二
Ｈ
〇
〇
九
〇
四
）　

日
仏
社
会
学

会
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
／
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
研
究
会

（
共
催
）：
日
仏
会
館
・
フ
ラ
ン
ス
国
立
日
本
研
究
所
、
協
力
：
公
益

財
団
法
人
日
仏
会
館＊　

＊　

＊

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
詳
細
は
、
本
科
研
が

作
成
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
（
二
〇
二
三
年
一
二
月
一
九
日
取

得
、https://avecdurkheim

.com
/sym

posium
.htm

l

）
に
も
記
事
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

招
聘
者
の
ジ
ル
ダ
・
サ
ル
モ
ン
氏
は
、
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
）・
社
会
科
学
高
等
研
究
院
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
に
属
す
る

気
鋭
の
研
究
者
で
、
社
会
科
学
高
等
研
究
院
の
﹁
反
省
性
に
関
す

対
化
さ
れ
る
一
方
、﹁
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
﹂
を
め
ぐ
る
議
論

で
は
、
現
在
は
も
は
や
﹁
近
代
社
会
﹂
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
い
も
示
さ
れ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ブ

ル
デ
ュ
ー
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
伝
統
を
踏
ま
え
つ

つ
、
さ
ら
に
今
日
の
日
本
の
状
況
を
も
視
野
に
入
れ
て
、

モ
ダ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
問
い
直
す
。

・
講
演
：
ジ
ル
ダ
・
サ
ル
モ
ン G

ildas Salm
on

・
題
目
：
近
代
人
お
よ
び
非
＝
近
代
人
に
お
け
る
機
械
的
連
帯
と
有

機
的
連
帯
：
ブ
ル
デ
ュ
ー
と
進
化
主
義
の
危
機

 
Solidarité m

écanique et solidarité organique chez les 
m

odernes et les non-m
odernes: B

ou rdieu et la crise de 
l ’évolutionnism

e

・
要
旨
：
本
講
演
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
、
と
り
わ
け
ブ
ル

デ
ュ
ー
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
に
お
け
る
機
械
的

連
帯
と
有
機
的
連
帯
と
い
う
二
項
対
立
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
人
類
学
に
対
し
て
一
九
六
〇

年
代
に
向
け
ら
れ
た
、
進
化
主
義
に
対
す
る
批
判
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
二
項
対
立
が
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
社
会
学
と

人
類
学
と
を
構
造
づ
け
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
こ
の

二
つ
の
タ
イ
プ
の
連
帯
が
、
近
代
社
会
な
ら
び
に
非
＝
近

代
社
会
の
分
析
に
お
い
て
異
な
る
仕
方
で
連
関
し
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

・
報
告
：
川
本
彩
花
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
滋
賀
大
学
）
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る
学
際
研
究
室
﹂（Laboratoire interdisciplinaire d ’études sur les 

réflexivités

）
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
主
要
著
作
と
し
て
、﹃
精
神
の

構
造
：
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
と
神
話
﹄Les Structures de l’esprit, 

Lévi-Strauss et les m
ythes, Presses U

niversitaires de France, 
2013, 

﹃
ソ
ブ
リ
ン
債
：
政
治
経
済
と
国
家
﹄（
ユ
リ
ア
・
ク
リ
ス
ト

と
の
共
編
）Sous la direction de Julia C

hrist &
 G

ildas Salm
on, 

La dette souveraine : Econom
ie politique et l’Etat, Editions de 

l ’EH
ESS, 2018

な
ど
が
あ
る
。

ま
た
サ
ル
モ
ン
氏
に
よ
る
上
記
講
演
の
う
ち
、﹁
近
代
人
お
よ
び

非
近
代
人
に
お
け
る
機
械
的
連
帯
と
有
機
的
連
帯
：
ブ
ル
デ
ュ
ー
と

進
化
主
義
の
危
機
﹂（
白
鳥
義
彦
訳
）
に
つ
い
て
は
、
日
仏
社
会
学

会
刊
﹃
日
仏
社
会
学
会
年
報
﹄
第
三
四
号
、
一
七
七

－

二
〇
二
頁
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
ち
ら
も
本
号
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。


